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秋
田
県
南
東
部
に
位
置
す
る
横
手
は
、
室

町
後
期
以
降
小
野
寺
氏
に
よ
り
横
手
城
が
築

か
れ
て
発
展
し
た
。
小
野
寺
氏
は
関
ヶ
原
の

合
戦
後
改
易
さ
れ
た
が
、
慶
長
七
年

（
一
六

〇
二
）
に
佐
竹
氏
が
秋
田

へ
移
封
さ
れ
、
寛

文
年
代
以
降
は

一
門
で
あ
る
戸
村
氏
が
横
手

城
代
を
務
め
た
。
横
手
城
は
元
和
元
年

（
一

六

一
五
）
の

一
国

一
城
令
発
令
後
も
、
秋
田

県
北
部

の
大
館
城
と
と
も
に
破
却
を
免
れ
、

幕
末
ま
で
佐
竹
氏
の
居
城
で
あ
る
久
保
田
城

の
支
城
と
し
て
機
能
し
た
。

弘
化
三
年

（
一
八
四
六
）
九
月
九
日
に
十

代
藩
主
義
厚
が
死
去
し
、
当
時
八
歳
で
あ

っ

た
義
睦
が
十

一
代
藩
主
と
し
て
跡
を
継

い

だ
。
こ
れ
に
伴
い
、
十
二
代
将
軍
徳
川
家
慶

は
、
嘉
永
二
年

（
一
八
四
九
）
に
国
目
付
と

し
て
青
木
新
五
兵
衛
と
本
多
主
税
の
派
遣
を

命
じ
た
。
秋
田
に
国
目
付
が
派
遣
さ
れ
た
の

は
こ
れ
が
四
度
日
で
、
事
実
上
最
後
の
秋
田

派
遣
と
な

っ
た
。
国
日
付
は
閏
四
月
か
ら
十

月
ま
で
の
間
滞
在
し
、
領
内
の
巡
検
等
を
行

っ
た
。

こ
の

「横
手
御
城
下
絵
図
」
は
、
そ
の
際

に
、
秋
田
御
城
絵
図
、
大
館
御
城
下
絵
図
な

ど
と
と
も
に
幕
府
に
提
出
さ
れ
た
絵
図
の
う

ち
の

一
つ
で
あ
る
。
端
一暴
書
か
ら
、
そ
の
控

え
で
あ
ろ
う
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

（古
文
書
課
　
平
田
　
有
宏
）



明
治
二
十

二
年

（
一
八
八
九
）
五
月
の

「
県
報
」

（現

「秋
田
県
公
報
」
、
本
紙
第

十
号
を
参
照
）
創
刊
後
、
七
月
に
そ
の
附

録
と
し
て

「秋
田
県
県
令
全
書
」
が
創
刊

さ
れ
た
。

「
県
報
」

に
は
、
県
令

。
訓

令

。
告
示
な
ど
布
達
類

の
他
、
任
官
及
び

辞
令
や
彙
報
、
気
象
な
ど
の
事
項
も
掲
載

さ
れ
て
い
た
。

「
県
令
全
書
」
は
、

二
か

月
分
の

「県
報
」
か
ら
布
達
類
の
み
抜
粋

し
、
検
索
の
便
を
図
り
、
種
類
別
に
再
編

し
て
目
次
を
付
け
た
も
の
で
あ
る
。

一
方
、
明
治
四
年
以
降
の
布
達
類
で
当

時
現
行

の
分
は
、

「
現
行
秋

田
県
法
規
」

上
下
巻

に
収
録
さ
れ
た
。

「
県
令
全
書
」

刊
行
に
は
、
二
十

二
年
五
月
以
降
の
追
録

の
意
味
も
有

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

遡

っ
て
明
治
十
六
年
、
政
府
公
報
と
し

て

「官
報
」
が
創
刊
さ
れ
、
十
八
年
に
法

規
の
検
索
の
便
を
図
り

「法
令
全
書
」
が

創
刊
さ
れ

て
い
た
。
秋
田
県

の

「
県
報
」

と

「県
令
全
書
」

の
刊
行
事
業
が
、
こ
れ

を
モ
デ
ル
に
し
た
可
能
性
は
高
い
。
た
だ

し
、
全
国
各
府
県
で

「県
令
全
書
」
が
刊

行
さ
れ
た
訳
で
は
な
く
、
秋
田
県
の
場
合

は
む
し
ろ
特
殊
な
例
に
近
い
よ
う
で
あ
る
。

「
県
令
全
書
」
は

「
県
報
」
と
共
に
、

県
庁
ほ
か
郡
役
所
や
町
村
役
場
に
も
配
布

さ
れ
、
行
政
事
務
に
役
立
て
ら
れ
た
。
明

治
二
十
三
年
か
ら
は
、
毎
月
刊
行
の
ペ
ー

ス
に
な
る
。
そ
し
て
、
三
十
九
年
に

「現

行
秋
田
県
法
規
」
が
甲
乙
丙
丁
四
巻
に
改

訂
さ
れ
る
と
、

「県
令
全
書
」
も
こ
れ
に

準
拠
し
、
従
来

の
布
達
類
別
か
ら
行
政
分

野
別
の
構
成
に
改
め
ら
れ
た

（大
正
元
年
、

再
び
布
達
類
別
構
成
）
。
ま
た
、
こ
の
年

か
ら
、
毎
年

一
冊
の
刊
行
と
な

っ
た
。

当
館
に
は

「県
令
全
書
編
纂
材
料
」
の

表
題
の
簿
冊
が
、
明
治
四
十
三
年
か
ら
大

正
七
年
分
ま
で
八
冊
保
存
さ
れ
て
い
る
。

県
報
主
任
が
作
成
し
た
も
の
で
、　
一
か
年

分

の

「
県
報
」
を
綴
じ
、

「
県
令
全
書
」

に
掲
載
す
る
布
達
類
を
朱
筆
で
チ

ェ
ッ
ク

し
た
も
の
で
あ
る
。

「
県
令
全
書
」
が
年

一
冊
刊
行
に
な

っ
た
後
の
編
纂
作
業

の
様

子
が
窺
わ
れ
る
史
料
で
あ
る
。

明
治
三
十
九
年
の

「現
行
秋
田
県
法
規
」

以
降

の
布
達
類
も
、
毎
年
刊
行
さ
れ
る

「
県
令
全
書
」
に
追
録
さ
れ
た
。
布
達

の

制
定
改
廃
は
、

「
現
行
秋
田
県
法
規
」
に

「県
令
全
書
」
を
対
照
し
て
確
認
で
き
た
。

そ
し

て
、
大
正
元
年

（
一
九

一
二
）
、

帝
国
地
方
行
政
学
会

（現

・
株
式
会
社
ぎ

ょ
う
せ
い
）
か
ら
革
命
的
な
全
集
が
出
版

さ
れ
た
。

「加
除
自
在
現
行
秋
田
県
令
規

全
集
」
で
あ
る
。
秋
田
県
の
校
閲
に
よ
り
、

明
治
四
十
四
年
ま
で
の
現
行
布
達
類
が
再

編
収
録
さ
れ
た
。
こ
の
全
集
は
、
紐
綴
じ

頁
差
し
替
え
式
で
あ
り
、
四
十
四
年
以
後

に
制
定
改
廃
さ
れ
た
布
達
類
を
自
由
に
加

除
で
き
る
も
の
だ

っ
た
。

県
で
は

「現
行
秋
田
県
法
規
」

の
再
改

訂
に
替
え
、
こ
の
加
除
式
の
例
規
集
を
採

用
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
同
学
会
で

は
各
府
県
の
例
規
集
を
出
版
し
て
い
る
の

で
、
加
除
式
の
採
用
は
全
国
的
な
趨
勢
だ

っ
た
ろ
う
と
推
察
さ
れ
る
。

加
除
式
例
規
集
が
出
た
こ
と
で
、
最
新

布
達
類
の
追
録
で
あ
る

「県
令
全
書
」
の

刊
行
意
義
も
次
第
に
薄
れ
て
い

っ
た
。
大

正
八
年

の

「秋
田
県
通
常
県
会
会
議
録
」

を
見
る
と
、
加
除
式
例
規
集
が
有
る
た
め

九
年
は

「県
令
全
書
」
を
刊
行
し
な
い
旨

の
予
算
説
明
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
現
在
、

「
県
令
全
書
」
は
大
正
七
年
分
ま
で
と
昭

和
三
年

（
一
九
二
八
）
分
の
刊
行
が
、
現

物

の
存
在
か
ら
確
認
で
き
る
。

「県
令
全

書
」
刊
行
事
業
は
大
正
半
ば

で
中
止
に
な

り
、
昭
和
初
め
に
何
ら
か
の
理
由
で
復
活

し
、
ま
た
途
絶
え
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

加
除
式
例
規
集

の
方
は
、
そ
の
後

「秋

田
県
例
規
集
」
と
し
て
昭
和
二
十
四
年
と

三
十
三
年
に
改
訂
さ
れ
、
現
在
は
五
十
六

年
改
訂
の
版
が
使
わ
れ
て
い
る
。

「県
令
全
書
」
は
加
除
式
例
規
集
に
駆

逐
さ
れ
消
え
て
い
っ
た
が
、
今
日
、
過
去

の
布
達
を
調
べ
る
場
合
に
は
、
そ
の
威
力

が
発
揮
さ
れ
る
。
加
除
式
と
異
な
り
、
後

に
改
廃
さ
れ
た
布
達
も
制
定
年
の
全
書
に

収
録
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
明
治
二

十
二
年
ま
で
の
布
達
類
は

「秋
田
県
布
達

集
」

（
本
紙
第
五
号
を
参
照
）
、
以
後
は

「県
令
全
書
」

で
検
索

で
き
る
。
当
館
所

蔵

の

「
県
令
全
書
」
は
、
明
治
三
十
六
、

三
十
七
年
、
大
正
七
年
分
を
欠
く
が
、
県

立
図
書
館
所
蔵
本
の
利
用
で
補
え
る
。

（公
文
書
課
　
柴
田
　
知
彰
）
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「
鶴
麗
爾
澪
織
下

関
係
控
」
に
つ
い
て

し
た
こ
と
の
外
、
彼
ら
が
職
務
を
遂
行
す
る

う
え
で
、
問
題
と
な
る
こ
と
を
、
藩
庁
に
伺

っ
た
そ
の
内
容
と
、
そ
れ
に
対
す
る

「回
答
」

等
を
取
り
纏
め
、
編
集
し
た
も
の
で
あ
る
。

収
め
ら
れ
て
い
る
年
代
は
、
寛
文
か
ら
安
永

迄

で

（表
参
照
）
、
不
明
が
全
体
の

一
割
を

超
え
て
い
る
が
、
ほ
ぼ
年
代
順
に
編
集
さ
れ

て
い
る
の
で
、
年
代
は
推
定
で
き
る
。

こ
の

「控
」
は
、
収
録
さ
れ
て
い
る
件
数

が

一
番
多
い
、
享
保
年
間
に
作
成
さ
れ
は
じ

め
た
も
の
と
、
今
は
考
え
た
い
。

仰
せ
渡
さ
れ
た
こ
と
な
ど
、
そ
の
内
容
は

多
岐
に
わ
た
る
が
、
多
い
順
に
あ
げ

る
と
、

家
督
相
続
関
係
の
三
六
件
、
十
二
所
等
の
米

蔵
に
つ
い
て
の

一
五
件
、
組
下
給
人
等
に
対

す
る
御
褒
美
の
八
件
、
役
儀
や
組
下
支
配
の

召
し
放
ち

。
公
務
で
久
保
田
往
還
す
る
際
の

伝
馬
使
用
の
各
五
件
、
能
代
奉
行
の
権
限
等

に
つ
い
て

。
城
等
の
修
築
に
つ
い
て
の
各
四

件
、
御
金
蔵
に
つ
い
て
の
二
件
と
な
る
。

こ
の
う
ち
、
所
預
の
家
督
相
続
に
つ
い
て

は
、

「
国
典
類
抄
」

の
十

四
巻
と
十
七
巻
、

城

の
修
築
に
つ
い
て
は
、
「
国
典
類
抄
」

の

十
巻
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。
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と
こ
ろ
で

「控
」
の
表
紙

（写
真
参
照
）

の
表
記
か
ら
、
次
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

一

「掟
壱
」
は
、
こ
れ
に
続
く
二

・
三
を
想

定
し
て
付
け
ら
れ
た
こ
と
。

一古

一
は
、

「新
」
を
意
識
し
て
書
か
れ

た
こ
と
。

三

「五
冊
之
内
」
は

「控
」
関
係
史
料
が
全

部
で

「五
冊
」
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
こ
と
。

と
い
っ
て
も
、
三
点
目
は

「掟
」
に
関
す

る
史
料
が
五
冊
あ
り
、

（
こ
の
外
、
「御
代
官

御
検
地
役
掟
」
、
「寺
社
奉
行
掟
」
、
「能
代
掟

帳
」
、
「雑
之
類
掟
」
の
４
点
あ
る
）
そ
の
う

ち
の

一
冊
が
こ
の
史
料
で
あ
る
と
も
考
え
ら

れ
る
が
、

「雑
之
類
掟
」
の
表
紙
に

「
二
冊

之
内
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば

「控
」
は
、

五
冊
あ

っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

「史
料
紹
介
」
で
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
書

い
た
理
由
を
、
次
に
あ
げ
る
。

御
所
預

①

一　

百
姓
町
人
下
馬
之
事
、
御
代
官
之
部

二
委
有

御
所
預

②

一　

町
人
共
二
拝
借
被
仰
付
弐
割
米
之
事
、

御
町
奉
行
之
部
二
委
記

数

一

‐

２

５

９

５

４６

‐５

９

一

‐８

３２

２８

１

２３

２‐２

御
所
預
リ

③

一　

多
賀
谷
左
兵
衛
申
立
候
ハ
、
拙
者
組

下
与
頭
役
能
代
給
人
中
田
笈
之
助
、

去
秋
中
よ
り
眼
病
煩

二
而
、
先
々
共

難
相
勤
段
、
当
春
よ
り
度
々
役
儀
致

訴
訟
候
得
共
、
養
生
致
候
様

二
と
申

渡
候
、
仮
役
中
田
新
九
郎
当
分
為
勤

候
得
共
、
五
人
扶
持

二
而
、
組
頭
役

難
相
勤
旨
申
出
候
、
（中
略
）
笈
之

助
近
年
病
気
快
気
可
仕
様
子
二
無
御

座
候
故
、
御
伺
仕
候
段
、
享
保
十
三

年
申
八
月
申
立
候
、
左
之
趣
、
武
藤

七
太
夫
従
能
代
参
候
節
、
御
用
向
被

相
尋
、
吟
味
之
上
、
（中
略
）
、
多
賀

谷
左
兵
衛

。
松
野
弥
十
郎
両
所
江
、

享
保
十
二
年
申
十
月
十
八
日
申
渡
、

但
右
之
勤
方
之
趣
、
能
代
掟
帳

二
記

置

御
所
頂
リ

④

一　

御
代
官
依
り
申
立
左
之
通
大
館
十
二

所
桧
山
三
カ
所
御
所
預
り
江
被
仰
渡

候
ノ、但制獣狛紳置雄
（以
下
略
）

⑤

一　

角
館
古
城
山
外
ノ
山
ノ
内
、
風
折
木

七
拾
本
余
有
之
段
、
山
守
林
役
江
申

出
候
二
付
、
及
御
訴
候
節
御
吟
味
之

上
、
被
改
置
被
仰
渡
候
次
第
委
曲
宝

暦
十

一
年
巳
年
林
役
控
江
相
記
候

①
～
⑤
は
、

「控
」
か
ら
の
抜
粋

で
、
い

ず
れ
も

「御
代
官
之
部
」
等
の
資
料
が
あ
げ

ら
れ
て
い
る
。
ソ
コ
」
で
注
目
し
た
い
こ
と
は
、

①
と
②
～
⑤

の
表
現
が
全
く
違
う
こ
と
で
あ

る
。
②
～
⑤

の

「記
し
置
く
」
等
を
そ
の
ま

ま
読
め
ば
、
こ
の
時
点
で
の

「能
代
掟
帳
」

等
の
編
著
者
は
、
同

一
人
物
で
あ
る
と
さ
え

思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
⑤
に
つ
い
て
は

「御
代
官
御

検
地
役
掟
」
に
、
「此
度
風
折
木
之
内
拾
本
、

主
計
方

二
可
為
引
取
候
残
は
御
用
木

二
被
召

上
候
。
此
末
共
風
折
木
拾
本
迄

ハ
主
計
方
江

山
守
申
立
候
ハ
ヽ
、
勝
手
二
引
取
、
拾
本
余

二
候
ハ
ヽ
、
相
伺
候
様
被
仰
渡
候

（以
下
略
ご

と
あ
り
、
「控
」
の
記
述
が
裏
付
け
ら
れ
る
。

現
時
点
で
は
、
①
で
あ
げ
た
史
料
を
特
定
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

「被
仰
渡
控
」
に

は
、

「御
町
奉
行
之
部
」
と
名
付
け
れ
ら
れ

た
史
料
が
収
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ

ば
、
表
題
と
し
て
は
、
採
ら
れ
て
い
な
い
史

料
の
な
か
に
、
相
当
す
る
史
料
が
含
ま
れ
て

い
る
可
能
性
は
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、

①
～
⑤
に
あ
げ
た
史
料
を
見
な
が
ら
、
「控
」

の
編
集
に
当
た

っ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
の

で
、
こ
れ
ら
の
史
料
と

「国
典
類
抄
」
も
参

考
に
し
な
が
ら
、
「控
」
を
読
め
ば
、
「所
預
」

に
つ
い
て
の
理
解
は

一
層
進
む
も
の
と
思
わ

れ
る
。

参
考
文
献

「能
代
掟
帳
」

の
解
説

（
「能
代

市
史
」
資
料
編
近
世

一
所
収
）

（古
文
書
課
　
菊
池
　
保
男
）



響

今
回
は
、
前
回
の
東
山
文
庫
に
続
き
、

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
史
料
群
で
あ
る
山
崎
文
庫

を
紹
介
す
る
。
山
崎
文
庫
は
山
崎
真

一
郎

（
一
九
〇
二
～
六
二
、
号
牛
角
）
が
収
集
し

た
史
料
群
の
総
称
で
あ
る
。

当
館
収
蔵
史
料
の
う
ち
史
料
収
集
家
に

よ
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
史
料
は
、
東
山
文
庫

（館
だ
よ
り

一
二
号

で
紹
介
、
四
九
六
〇

点
）
、
吉
成
文
庫

（館
だ
よ
り

一
一
号
で
紹

介
、　
一
八
二

一
点
）
、
そ
し
て
山
崎
文
庫
の

三
史
料
群
が
著
名
で
あ
る
。

東
山
文
庫

・
吉
成
文
庫
は
近
世
期

の
史

料
原
本

・
編
纂
史
料

。
印
刷
物
が
そ
れ
ぞ

れ
含
ま
れ
て
い
る
が
、
山
崎
文
庫
は
原
本

に
比
べ
て
山
崎
真

一
郎
本
人
の
写
や
編
纂

物

。
原
稿
な
ど
が
非
常
に
多
い
と
い
う
特

色
が
あ
る
。

ち
な
み
に
、
東
山
文
庫
と
吉
成
文
庫
の

違
い
は
、
前
者
が
原
本
収
集
の
範
囲
が
全

般
に
渉
る
の
対
し
、
後
者
が
分
野
別

。
地

域
別
に
偏
り
が
あ
る
と
い
う
点
に
あ
る
。

山
崎
文
庫
は
、
山
崎
真

一
郎
所
蔵
史
料

と
し
て
県
史
編
纂
終
了
後
に
遺
族
か
ら
県

（県
史
編
纂
室
）
に
寄
贈
さ
れ
、
編
纂
室
閉

鎖
後
に
県
立
図
書
館
に
保
管
替
え
と
な
り
、

昭
和

四
十
九
年

に
遺
族

の
諒
解

の
下

に

「山
崎
文
庫
」
と
命
名
し
分
類
整
理
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
翌
五
十
年
に
正
式
に
県
立

図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
て
い
る
。

山
崎
真

一
郎
は
、
八
竜
町
出
身
で
、
法
政

大
学
を
経
て
県
職
員
と
な
り
、
文
書

。
会

計

・
土
木
監
理

。
開
拓
の
各
課
長
、
教
育

次
長
、
雄
勝

・
山
本

。
平
鹿
の
各
地
方
事

務
所
長
を
歴
任
し
た
。
文
書
課
長
時
代
か

ら
県
庁
保
管

の
史
料
整
理
に
基
づ

い
て
、

秋
田
県
の
歴
史
に
つ
い
て
の
研
究

。
著
述

を
し
て
お
り
、
『秋
田
藩
五
難
年
表
』

（昭

五
）
、
『
秋
田
県
土
木
史
論
』

（昭

一
二
）
、

『秋
田
県
政
史
』
（昭
三

一
）
な
ど
を
著
し
、

昭
和
三
十
七
年
か
ら
刊
行
の
開
始
さ
れ
た

『秋
田
県
史
』
の
編
纂
に
中
心
的
な
役
割
を

果
た
し
た
。
『秋
田
県
史
』
で
は
維
新
編

・

明
治
編
の
執
筆
を
担
当
し
た
。

史
料
は
全
部
で

一
二
五
〇
点

（枝
番
を
含
め
た
総
数
は

一
三
〇

七
点
）
で
あ
る
。
近
世
史
料
の

原
本
は
約
二
七
六
点
で
あ
る
の

に
対
し
て
、
山
崎
本
人
の
写

・

編
纂
物
が
約
二
四

一
点
、
印
刷

物

・
刊
本
が
約
五
六
九
点
と
な

っ
て
お
り
、
圧
倒
的
に
後
者
が

多
い
。
刊
行
物
は
郷
土
史
関
係
、

歴
史
関
係
論
考
が
多
い
。
ま
た
、

教
育
次
長
を
経
験
し
た
関
係
か

ら
、
教
育
関
係
や
学
校
発
行
物

も
収
集
さ
れ
て
い
る
。

整
理
記
号

・
番
号
は

「
山
」

の
あ
と
に
通
し
番
号
が
付
与
さ

れ
て
い
る
が
、　
一
～
六
九
ま
で

は
分
類
さ
れ
て
お
ら
ず
、
七
〇

～

一
二
五
〇
ま
で
は
図
書
館
の

郷
土
資
料
分
類
基
準
に
基
づ
い
て
、
総
記

か
ら
文
学
ま
で
項
目
ご
と
に
並

べ
ら
れ
て

い
る
。
七
〇
番
以
降
の
分
類
項
目

・
内
容

に
つ
い
て
は
表
を
参
照
し
て
も
ら
い
た
い
。

す
な
わ
ち
、
山
崎
文
庫
の
整
理
は
、
通

し
番
号
が
原
秩
序
を
示
し
た
も
の
で
は
な

く
、
ま
た
す
べ
て
史
料
が

一
定
の
基
準
で

分
類
整
理
さ
れ
て
い
る
訳
で
は
な
い
。

主
な
史
料
と
し
て
は
、
正
八
幡
宮
神
主

で
あ

っ
た
飛
田
鶴
女
の
関
係
史
料

（原
本

二
八
点
）
、
上
原
案
左
衛
門
な
ど
上
原
家
の

関
係
史
料

（原
本
三
五
点
）
、
山
内
村

・
野

■1:11■

ず響||

田
村
な
ど
の
検
地
関
係
史
料

（原
本
五
八

点
）
、
「秋
田
田
法
集
成
」
八
冊
な
ど
が
あ

る
。
ま
た
、
写
真
は
奥
羽
鉄
道
関
係
の
公

文
書
を
編
綴
し
た
も
の
で
、
現
在
残
さ
れ

て
い
る
秋
田
県
内
の
鉄
道
関
係
史
料
と
し

て
は
最
も
古
い
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
山
崎
真

一
郎
は
秋
田
県
の
歴
史

に
貢
献
し
た
功
績
か
ら
、
昭
和
三
十
三
年

に
秋
田
市
文
化
章
を
受
章
し
て
い
る
。

山
崎
真

一
郎
の
事
績
に
つ
い
て
は
、
田

口
勝

一
郎
氏
に
よ
る
紹
介

の
論
考
な
ど
多

数
あ
る
。
　

　

（古
文
書
課
　
佐
藤
　
隆
）
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平
成
十
二
年
度
企
画
展

麒
殷
贔
鍮

炉
藤
殷

今
年
の
公
文
書
館
企
画
展
は
、
当
館
に

大
量
に
残
さ
れ
た
系
図
や
分
限
帳
の
分
析

を
通
し
て
、
秋
田
藩
の
家
臣
団
に

つ
い
て

紹
介
し
て
い
ま
す
。
展
示
の
概
要
は
次
の

よ
う
な
構
成
に
な

っ
て
い
ま
す
。

●
佐
竹
氏
の
秋
田
入
部

慶
長
七
年

（
一
六
〇
二
）
に
初
代
藩
主

佐
竹
義
宣
が
秋
田
に
入
部
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
入
部
の
様
子
が
分
か
る
も

の
と
し
て
、
寛
永
頃
の
出
羽
国
の
様
子
が

分
か
る
六
十
余
州
切
絵
図
、
久
保
田
築
城

前
の
様
子
が
分
か
る
国
替
当
座
絵
図
、
秋

田
転
封
を
命
じ
た
家
康

の
判
物

（直
状
）

の
写
な
ど
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

●
秋
田
藩
の
家
臣
団

秋
田
藩

の
家
臣
団
は
久
保
田
の
他
に
、

所
預

・
組
下
持

の
置
か
れ
た
大
館

・
横

手

・
湯
沢

・
桧
山

・
角
館

。
十
二
所

・
院

内

。
刈
和
野

・
角
間
川
の
九
町
に
配
置
さ

れ
、
直
臣
の
総
数
は
二
千
人
前
後
で
、
総

人
口
の
○
．
五
％
に
過
ぎ
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
こ
で
は
、
宝
永
五
年

（
一
七
〇
八
）
の

家
臣
団
の
内
訳
、
所
預

・
組
下
持

の
変
遷

表
、
分
限
帳
な
ど
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

Ｏ
系
図
の
編
纂

秋
田
藩
で
は
家
臣
団
の
把
握
や
修
史
事

―
系
図
の
編
纂
と
分
限
帳
―

業
の
展
開
に
伴

っ
て
、
家
臣
か
ら
家
蔵
の

古
文
書
や
系
図
の
提
出
を
何
度
か
行

っ
て

い
ま
す
。
中
心
に
な
る
の
は
元
禄
期
と
文

化
期
で
す
。
そ
れ
ら
は
元
禄
家
伝
文
書

・

諸
士
系
図

・
文
化
提
出
系
図
と
し
て
ま
と

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
系
図
の
編

纂
状
況
を
近
世
初
期
か
ら
明
治
初
年
ま
で

年
表
と
史
料
で
た
ど
り
ま
す
。

●
元
禄
期
の
系
図

元
禄
期

（
一
七
世
紀
後
半
）
の
系
図
収

集

・
編
纂

の
中
心
人
物
は
文
書
改
奉
行

（
の
ち

の
家
老
）

の
岡
本
元
朝

で
す
。
か

れ
は
家
臣
か
ら
提
出
さ
れ
た
古
文
書

・
由

緒
書

・
系
図
類
に

つ
い
て
厳
密
な
文
献
批

判
を
行
い
、
古
文
書
類
を

「秋
田
藩
家
蔵

文
書
」
と
し
て
ま
と
め
、
系
図
を

「諸
士

系
図
」
と
し
て
再
編
纂
し
ま
し
た
。
こ
の

時
に
収
集
さ
れ
た
文
書
は
、
現
在

「元
禄

家
伝
文
書
」
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

①
文
化
期
の
系
図

文
化
期

（
一
九
世
紀
前
半
）
の
系
図
は

形
態
が
統

一
さ
れ
、
本
家
分
家
を
問
わ
ず

一
家
ご
と
に
出
さ
れ
て
お
り
、
分
流
関
係

や
家
紋
、
石
高
、
役
職
な
ど
が
明
記
さ
れ
、

そ
の
当
時
の
家
臣
団
の
状
況
が
よ
く
分
か

る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
れ

ら

の
系

図

の
編
纂

を
通
し

て
、

「
国
典
類
抄
」
や

「御
亀
鑑
」
な
ど
、
秋

田
藩
の
公
式
記
録
が
編
纂
さ
れ
ま
し
た
。

①
明
治
期
の
系
図

明
治
に
は
い
る
と
、
藩
士
は
士
族
や
卒

と
い
う
身
分
に
な
り
、
家
禄
の
支
給
が
藩

か
ら
県
に
変
わ
り
ま
す
。
明
治
六
年

（
一

八
七
三
）
、

県

で
は
そ

の
台
帳

と
し

て

「
士
族
卒
明
細
短
冊
」
を
提
出
さ
せ
、
町

ご
と
に
ま
と
め
ま
し
た
。
短
冊
は
系
図
の

形
態
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
三
代
前
ま
で

氏
名

・
役
職
が
記
さ
れ
て
お
り
、
幕
末
か

ら
明
治
初
年
の
家
臣
団
の
状
況
を
知
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

Ｏ
系
図
の
調
べ
方

こ
こ
で
は
系
図
の
調
べ
方

の
基
本
に
つ

い
て
触
れ
て
い
ま
す
。
秋
田
藩
士
の
家
系

で
あ

っ
て
明
治
は
じ
め
ま
で
家
系
を
た
ど

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
当
館
に
保
存
さ
れ
て

い
る
系
図
に
よ

っ
て
、
確
実
に
た
ど
る
こ

と
が
で
き
ま
す
し
、
そ
の
他
分
限
帳
な
ど

も
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
残
さ
れ
て
い
れ
ば
、
菩
提
寺
の

過
去
帳
や
、
宗
門
人
別
帳
を
調
べ
る
方
法

も
あ
り
ま
す
。

●
有
力
家
臣
の
紹
介

中
央

の
の
ぞ
き
ケ
ー
ス
で
は
、
有
力
家

臣
の
代
表
と
し
て
、
藩
政
初
期
の
家
老
と

し
て
重
責
を
担

っ
た
梅
津
家

・
渋
江
家

の

二
家
を
取
り
上
げ
、
系
図
と
と
も
に

「梅

津
政
景
日
記
」
と

「渋
江
和
光
日
記
」
の
原

本
・複
製
本

・刊
行
本
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

期
間
　
ユ円
期
　
８
月
２９
日

～

９
月
２２
日

後
期
　
１０
月
２４
日

～

Ｈ
月
１８
日

（古
文
書
課
　
佐
藤
　
隆
）



現
在
、
当
館

で
は
公
文
書
書
庫
収
蔵
分

約
二
八
、
○
○
○
点
、
貴
重
文
書
書
庫
収

蔵
分
約
五
六
、
○
○
○
点
に
及
ぶ
資
料
を

公
開
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
こ
れ
ら
の
資

料
の
利
用
方
法
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

ま
ず
、
原
資
料
の
利
用
方
法
に
つ
い
て
説

明
し
ま
す
。
原
資
料
は
書
庫
か
ら
出
納
す

る
た
め
、
事
前
に
資
料
名
、
資
料
番
号
を

特
定
す
る
必
要
が
あ
り
、
資
料
検
索
テ
ー

ブ
ル
に
設
置
し
て
い
る
目
録
と
閲
覧
室
内

の
パ
ソ
コ
ン
で
資
料
名
等
の
検
索
が
可
能

と
な

っ
て
い
ま
す
。
資
料

の
電
子
複

写

（
コ
ピ
ー
）
は
不
可
と
な

っ
て
お
り
、
複

製
に

つ
い
て
は
写
真
撮
影
の
み
が
可
能
と

な

っ
て
い
ま
す
。

次
に
、
閲
覧
室
に
配
架
さ
れ
て
い
る
複

製
本
に

つ
い
て
説
明
し
ま
す
。
こ
れ
は
資

料
を
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
撮
影
し
、
印
画

紙
焼
き
付
け
し
て
作
成
し
た
も
の
で
す
。

複
製
本
に
関
し
て
は
、
有
料
で
コ
ピ
ー
も

可
能
で
す
。
複
製
本
は
、
文
字
等
で
記
載

さ
れ
た
情
報
を
読
み
と
る
の
み
で
あ
れ
ば

原
資
料
と
同
様
に
活
用
で
き
、
取
り
扱
い

も
容
易
で
あ
る
た
め
、

「複
製
本
を
増
や

し
て
欲
し
い
」
と
い
う
要
望
も
多
く
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
資
料

の
調
査

。

研
究
に
あ
た

っ
て
は
、
初
め
に
複
製
本
を

利
用
し
て
事
前
調
査
等
を
行
い
、
そ
の
上

で
当
該
資
料
を
出
納
し
て
、
原
資
料
で
な

け
れ
ば
分
か
ら
な
い
部
分
を
調
べ
る
と
い

っ
た
活
用
方
法
も
効
果
的
で
あ
る
と
思
わ

れ
ま
す
。
さ
ら
に
原
資
料
出
納
の
機
会
を

最
小
限
に
留
め
る
と
い
う
点
で
も
複
製
本

の
活
用
は
非
常
に
有
効
な
手
段

で
あ
り
、

今
後
も
劣
化
の
著
し
い
資
料
、
利
用
頻
度

の
高
い
資
料
な
ど
を
中
心
に
年
次
計
画
で

複
製
本
を
作
成
し
て
い
く
予
定
で
す
。
な

お
、
原
資
料
、
複
製
本
と
も
具
体
的
な
資

料
の
特
定
方
法
や
利
用
上
の
決
ま
り
に
つ

い
て
は
、
閲
覧
室
に
備
え
付
け
の

「利
用

上
の
注
意
」
を
参
考
に
し
て
下
さ
い
。
ま

た
、
原
資
料
は
当
館
の
み
が
保
存
し
て
い

る
唯

一
の
貴
重
な
資
料
で
す
の
で
、
特
に

丁
寧
な
取
り
扱

い
を
お
願

い
し

て
い
ま

す
。次

に
、
新
た
に
開
架
資
料
と
な

っ
た
行

政
資
料
に

つ
い
て
説
明
し
ま
す
。
従
来
、

行
政
資
料
は
保
存
を
第

一
に
考
え
開
架
し

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
の
中
か
ら
特

に
県
内
各
市
町
村
史
な
ど
い
く

つ
か
の
刊

行
物
を
開
覧
室
に
開
架
し
ま
し
た
。
開
架

資
料
は
県
内
各
市
町
村
史

一
一
一
冊
、
茨

城
県
史
二
三
冊
、
県
外
公
文
書
館
等
紀
要

二
三

一
冊
と
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

行
政
資
料
は
原
資
料
と
同
様

の
扱
い
で
あ

り
、

コ
ピ
ー
な
ど
利
用
方
法
に
若
千
の
制

限
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
中
で
も
前
記

の
刊
行
物
に
つ
い
て
は
、
当
館

の
資
料
を

利
用
す
る
際

の
大
き
な
手
が
か
り
と
な
り

開
架
と
す
る
要
望
が
大
き
か

っ
た
こ
と
、

資
料
保
存
の
観
点
か
ら
も
当
館

の
ほ
か
に

各
自
治
体
な
ど
で
保
存
さ
れ
て
い
る
可
能

性
が
高
い
こ
と
な
ど
の
理
由
か
ら
開
架
資

料
と
し
、
取
り
扱
い
を
複
製
本
と
同
様
に

し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
刊
行
物
と
資
料
の
両

方
を
併
せ
て
活
用
す
る
こ
と
で
よ
り
詳
細

で
円
滑
な
資
料
の
調
査

。
研
究
が
期
待
で

き
る
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
積
極
的
に
利

用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
県
政
映
画
に
つ
い
て
説
明
し
ま

す
。
当
館
で
は
所
蔵
す
る
三
〇
三
本
の
十

六
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
つ
い
て
、
保
存
と
普
及

の
た
め
テ
レ
シ
ネ
化
を
行

っ
て
お
り
、
現

在
二

一
四
本
の
ビ
デ
オ
を
ビ
デ
オ
シ
ア
タ

１
１
、
２
の
二
室
で
公
開
し
、
二
か
月
ご

と
に
入
れ
替
え
を
行

っ
て
い
ま
す

（本
紙

第
二
号
、
第
十

一
号
参
照
）
。
な
お
、
ビ

デ
オ
シ
ア
タ
ー
と
閲
覧
室
に
目
録
を
備
え

付
け
て
い
ま
す
の
で
、
ビ
デ
オ
シ
ア
タ
ー

に
設
置
し
て
い
な
い
ビ
デ
オ
を
ご
覧
に
な

り
た
い
場
合
は
カ
ウ
ン
タ
ー
ま
で
お
申
し

込
み
下
さ
い
。
ま
た
有
料
に
な
り
ま
す
が
、

複
製
も
可
能
で
す
。

保
存
業
務
は
当
館
主
要
業
務

の

一
つ
で

す
が
、
そ
の
保
存
も
利
用
者
が
あ

っ
て
初

め
て
意
味
の
あ
る
も
の
に
な
り
ま
す
。
こ

の
た
め
今
後
も
資
料
保
存
を
念
頭
に
置
き

な
が
ら
、
よ
り
利
用
者
側
に
立

っ
た
対
応

に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、

お
気
づ
き
の
点
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
職

員
ま
で
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

（公
文
書
課
　
一局
橋
　
健
治
）

公文書館閲覧室



●
資
料
保
存
施
設
乞
訪
ね

・―
て

鱚
凸
膊
鰈
又
鰺
儡

●
●
■
●
一●
・
．　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

国
文
学
研
究
資
料
館
史
料
館

（国
立
史

料
館
と
通
称
）
は
、
主
と
し
て
近
世
の
史

料
の
調
査
研
究

。
収
集

。
整
理

・
保
存
を

行
い
、
利
用
に
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、　
一
九
五

一
年
に
文
部
省
史
料
館
と
し

て
開
館
し
ま
し
た
。　
一
九
七
二
年
に
現
在

の
名
称
の
通
り
国
文
学
研
究
資
料
館

（文

部
省
大
学
共
同
利
用
機
関
）
の
な
か
に
お

か
れ
、
現
在
に
至

っ
て
い
ま
す
。

東
京
都
品
川
区
豊
町

一
―

一
六
―

一
〇

収
蔵
史
料
と
し
て
は
、
所
蔵
史
料
が
三

九
四
件
で
約
五
〇
万
点
、
寄
託
史
料
が

一

九
件
で
八
八
九
〇
点
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル

ム
収
集
史
料
が

一
四
五
件
で
二
九
七
〇
リ

ー
ル
あ
り
、
ほ
か
に
民
俗
資
料
が

一
件
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
史
料
は
冊
子

・
カ
ー

ド
ロ
録
や
同
館

か
ら
刊
行
さ
れ

て
い
る

『
史
料
館
所
蔵
史
料
目
録
』
な
ど

で
請
求

番
号
を
確
認
の
上
、

「閲
覧
票
」
に
記
入

し
て
請
求
す
る
こ
と
に
よ
り
閲
覧
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
文
書
の
複
写
は

原
則
的
に
は
写
真
撮
影
の
み
許
可
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
各
文
書
群
の
概
要
は

『史

料
館
収
蔵
史
料
総
覧
』

（名
著
出
版

。
一

九
九
六
）
に
よ
り
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ほ
か
に
地
方
史
誌
関
係
文
献
や
逐
次
刊

行
物
も
収
集
し
て
お
り
、
文
書
と
同
様
に

閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
ち
ら
は

電
子
複
写
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

秋
田
県
関
連
所
蔵
史
料
と
し
て
は
雄
勝

郡
湯
沢
佐
竹
南
家
文
書

（大
名

一
門
）
を

は
じ
め
、
合
わ
せ
て

一
五
点
あ
り
ま
す
。

各
史
料
の
文
書
群
記
号

・
文
書
群
名

・
点

数
な
ど
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

こ
の
う
ち
当
館
で
は
本
年
度
佐
竹
南
家

文
書
を
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ

っ
て
収

集
し
ま
し
た
。

南
家
は
佐
竹
第

一
七
世
義
舜

の
子

・
義

里
が
、
常
陸
を
支
配
し
て
い
た
時
代
の
宗

家
の
居
城

。
太
田
城
の
南
方
に
居
住
し
た

こ
と
か
ら

「南
家
」
を
称
し
た
こ
と
に
始

ま
り
ま
し
た
。
東
家
、
北
家
、
西
家
と
と

も
に
佐
竹
姓
を
称
し
た
た
め

「御
苗
字
衆
」

と
呼
ば
れ
、
秋
田
移
封
後
は
湯
沢
の
所
預

と
な
り
、
禄
高
は
文
政
年
間

（
一
八

一
八

～
三
〇
）
に
五
五
三
二
石
あ
り
ま
し
た
。

南
家
文
書
は

一
九
四
八
年
に
原
蔵
者
が

史
料
館
に
譲
渡
し
て
、
史
料
館
所
蔵
と
な

り
ま
し
た
。
仮
整
理
分
だ
け
で

一
八
九
四

点
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
他
に
未
整
理
分
が

櫃
三
箱
分
あ
る
た
め
、
そ
の
全
体
点
数
は

現
段
階
で
は
不
明
で
す
。
今
回
は
仮
整
理

分
の
み
を
マ
イ
ク
ロ
撮
影
し
ま
し
た
。

主
と
し

て
近
世

の
史
料
が
中
心

で
す

が
、
南
家
そ
の
も
の
を
知
る
史
料
と
し
て

は

「
佐
竹
南
家

系

図
」

な
ど

の
系

図
、

「遺
跡
相
続

回
達
書
」
な
ど
家
督
相
続
に

関
す
る
日
上
書
、

「佐
竹
左
衛
門
知
行
日

録
」
な
ど
知
行
に
関
係
す
る
史
料
、

「
山

子
上
納
銭
御
勘
定
帳
」
な
ど
の
勘
定
帳
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
ほ
か
に
は
佐

竹
宗
家
や
南
家
家
臣
に
関
す
る
史
料
、
ま

た
戊
辰
戦
争
や
湯
沢
町
方
に
関
す
る
史
料

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

秋田県関連所蔵史料一覧

難1■1攀難鰺輩1驚:購鰺難靱 蝙 蒟 鸞:i機構1難機簸簸鷺麟畿簸轟難
22K  佐竹南家文書   雄勝郡湯沢 大名―門   1894点、1日 3箱 (未 整理分)

23C  河原田家文書  仙北郡角館    佐竹家給人  738点
23D   武藤鉄城収集諸家文書 イ山Jヒ君5        給人、肝煎、その他 164通
24F   武茂家文書   秋田郡大館    佐竹家家臣  554点
24K   谷地田家文書   秋田郡北比内片山村 肝煎     157点
24L   岡本家文書   秋田郡十二所   佐竹家家臣  224点
24M、 25D ―関家文書   ll田郡南比内三井田村 肝煎     4859点
25B、 44F 荒谷家文書   秋田郡南上ヒ内大葛金山 金山稼人   2666点
25C  小貫家文書

25F   中国家文書

25H、 27H 栗盛家文書

26F   本郷家文書

37C   湯沢町文書

37G     沼館本寸等文書

39A   本庄屋]JI束 文書

久保田 佐竹家家臣  837点
秋田郡大館    佐竹家家臣

秋田郡大館町   商人

平鹿郡角間川村  商人

雄勝郡湯沢

平鹿郡沼館村 植田村

雄勝郡湯沢町   蔵元

929点 (コ ピー分を含む)

937点 、3箱 (未整理分)

935点

10冊

31冊

503点

史料館 .全景

マイクロフイルム撮影のようす (史料館 '撮影室 )



今
年
度
の
引
継
ぎ
は
六
月
二
十
三
日

に
行
わ
れ
、
総
務
課
文
書
管
理
書
庫
か

ら
二
四
、
六
八
八
冊

（本
庁
分

一
三
、

四
〇
五
冊
、
地
方
分

一
一
、
二
八
三
冊
）

の
簿
冊
が
搬
入
さ
れ
ま
し
た
。
最
近
の

引
継
ぎ
総
数
が
毎
年
度
ほ
ぼ

一
六
、
○

〇
〇
冊
程
度
で
あ

っ
た
こ
と
と
比
較
す

る
と
大
幅
に
冊
数
が
増
加
し
て
お
り
、

今
年
度
行
わ
れ
た
大
規
模
な
県
庁
の
組

織
改
革
な
ど
が
こ
の
要
因
と
し
て
考
え

ら
れ
ま
す
。

従
来
、
引
継
ぎ
時
に
は
実
際
の
簿
冊

と
同
時
に
簿
冊
名
、
保
存
期
間
等
の
情

報
を
数
枚

の
フ
ロ
ツ
ピ
ー
で
引
継
ぎ
、

こ
れ
を
変
換
し
て
後
の
整
理
作
業
に
使

用
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
昨
年
度
導

入
さ
れ
た

「簿
冊
管
理
シ
ス
テ
ム
」
に

よ
り
、
前
回
の
引
継
ぎ
か
ら
情
報
の
受

け
渡
し
が
シ
ス
テ
ム
上
で

一
度
に
出
来

る
こ
と
に
な
り
、
デ
ー
タ
変
換
に
要
す

る
時
間
も
大
幅
に
短
縮
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
今
年
度
の
引
継
ぎ

で
は
、
搬
入

さ
れ
る
簿
冊
の
順
番
が
引
渡
書
、
シ
ス

テ
ム
上
の

一
覧
と
異
な

っ
て
い
る
と
い

う
問
題
点
も
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
今
後
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
よ
り
有
効
に

活
用
し
、
毎
年
度
の
引
継
ぎ
を
円
滑
に

行
う
た
め
、
早
急
に
改
善
を
要
す
る
点

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

引
き
継
が
れ
た
簿
冊
に

つ
い
て
は
現

在
、
館
蔵
資
料
と
し
て
の
登
録
を
主
な

目
的
と
し
て
、
冊
数
や
簿
冊
名
等
の
確

認
を
行
う

一
次
整
理
を
進
め
て
い
ま
す
。

一
次
整
理
終
了
後
は
、
前
年
度
ま
で
引

き
継
が
れ
た
他
の
簿
冊
と
同
様
、
順
次

二
次
整
理
が
行
わ
れ
、
保
存
が
決
定
し

た
簿
冊
は
秋
田
県
の
歴
史
を
伝
え
る
歴

史
的
資
料

と
し

て
保
存
、
調
査
な
ど

様
々
な
作
業
が
続
け
ら
れ
て
い
き
ま
す
。

（公
文
書
課
　
菅
原
亜
希
子
）

鰊 鰊
総  務  部     3,486

企 画 振 興 部    1,594

健 康 福 祉 部    6,129

生活環境文イ賠F     l,187

農  政  部    3,351

本本   矛努   音「            889

産業経済労lEl部     1,863

建 設 交 通 部    4,231

出  納  局    1,958

合     計    24 688

瘍
型
聘
予

本
年
度
も
、
県
内
の
各
市
町
村
の
文
書

保
存
担
当
者
を
対
象
と
し
て
、
六
月
五
日

（
月
）
に
当
館
多
目
的
ホ
ー
ル
に
て
標
記

協
議
会
を
開
催
し
た
。
三
〇
市
町
村
か
ら

三
七
名

の
参
加
が
あ
り
、
資
料
保
存
に
関

す
る
報
告
、
協
議
が
行
わ
れ
た
。
午
前
は

三
市
町
村
の
文
書
保
存
担
当
者
に
よ
る
情

報
提
供
、
午
後
は
古
文
書
部
会
と
公
文
書

部
会

の
各
分
科
会
に
分
か
れ
て
協
議
を
行

い
、
終
了
後
、
当
館

の
書
庫
等

の
施
設
見

学
を
行
い
、
閉
会
し
た
。

今
年
度
は
八
月

一
日

・
二
日
の
両
日
、

当
館
多
目
的
ホ
ー
ル
に
て
、
計
八
八
名
の

参
加
者
に
よ

っ
て
開
催
さ
れ
た
。
講
座
の

内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

講
座
①
所
預
関
係
史
料
を
読
む菊

池
　
保
男

講
座
②
憂
国
の
国
事
犯
初
岡
敬
治
関
係
文
書

を
読
む
　
　
　
　
　
柴
田
　
次
雄

初
心
者
の
方
に
は
少
々
難
し
か

っ
た
よ

う
で
あ
る
が
、
来
年
も
是
非
参
加
し
た
い

と
い
う
声
も
多
く
、
当
館
で
も
、　
一
層
充
実

し
た
講
座
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

魃
又
睫
渕
薇
麒
蝙
魏
％

。

靡
鷺
憑
鶉
酢
珀
褥
鶉
綺
輪
や
ヽ

こ
れ
ま
で
、
資
料
検
索

の
方
法

は
閲
覧
室
に
備
え
付
け
て
い
る
目

録
又
は
当
館
職
員
に
よ
る
パ
ソ
コ

ン
検
索

の
み
で
し
た
が
、
こ
の
度

閲
覧
室
内
に
パ
ソ
コ
ン
を
設
置
し
、

利
用
者

の
方
に
よ
る
資
料
検
索
と

当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
閲
覧
が
可

能
に
な
り
ま
し
た
。
ホ
ー
ム
ベ
ー

ジ
に
は
主
な
資
料

の
概
要
も
掲
載

し
て
い
ま
す

の
で
、
両
方
を
併
せ

て
活
用
す
る
こ
と
で
、
よ
り
効
率

的
な
資
料
検
索
が
出
来
る
と
思
わ

れ
ま
す
。

操
作
方
法
の
詳
細
等
は
閲
覧
室

に
設
置
し
て
い
ま
す

の
で
、
ご
覧

下
さ
る
と
と
も
に
不
明
な
点
に

つ

い
て
は
カ
ウ
ン
タ
ー

の
職
員
に
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

公
文
書
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